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 アルツハイマー型認知症（Alzheimer’s Disease: AD）は、認知症の中で最も頻度が高く、
その薬物療法の開発は非常に重要な課題である。現在、臨床においては、Nメチル Dアス




 AD 患者は、その進行に伴い、頭頂葉、側頭葉、後部帯状回で SPECT により血流低下
が認められ（Bonteら）、18F-FDG-PETにより、同部位の脳代謝が低下することも報告さ

















2015年 8月から 2016年 12 月の期間に、砂川市立病院で ADと診断された未治療の外来








続した。そして、その前後で 18F-FDG-PETと 99mTC-ECD-SPECTを行った。 
画像解析には、SPM8と PMOD3.5の二つの画像解析ソフトを使用し、治療前、12週後
の 18F-FDG-PETと 99mTC-ECD-SPECTの画像について、ボクセル毎の 18F-FDG-PET に
おける standardized uptake value （SUV）、99mTC-ECD-SPECT における whole brain 
uptake ratio（WBR）について、対応のある t検定を行った（有意水準 1％）。また、関心
領域（VOI）毎の 18F-FDG-PET における SUV、99mTC-ECD-SPECT における WBR に
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Effect of Memantine on Brain Metabolic Activity and Perfusion in 
Drug-naïve Moderate Alzheimer’s Disease Patients 
 
(未治療の中等度アルツハイマー型認知症を対象とした脳代謝と血流に関する
メマンチンの効果） 
結果の要旨 
本研究は、メマンチンが AD 患者に対して脳代謝と脳血流を改善することにより臨床効
果をもたらすとの仮説に基づき実施されたもので、我々は、未治療の中等度進行 AD 患者
を対象にメマンチンの投与を行い、その前後で臨床評価と、 18F-FDG-PET と
99mTC-ECD-SPECT を用いた脳代謝と脳血流の評価を行った。その結果、メマンチンが、
抗認知症薬として単独で、未治療の AD 患者の大脳皮質において広範な領域の脳代謝の増
加と、限局的な脳血流の増加をもたらすことを初めて明らかにした。また、メマンチン治
療による脳代謝の増加は、脳血流の増加に必ずしも依存するものではないことを示すもの
と考えられた。 
シナプス外 NMDARの阻害による神経生存や神経可塑性、長期増強の正常化は、脳血流
に依存することなく脳代謝を増加させている可能性があると考察した。本研究は、メマン
チンの作用機序の解明につながる研究であり、学位に値するという審査員全員の評価を頂
いた。 
 
 
